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回 日　程 時　間 内　　　容

1 10月12日(土) 13:00 17:00 事前説明、フィールドワーク、ふりかえり・質疑応答

注 意 事項 小雨決行。大雨の場合は附属平野中学校での講義形式に変更する可能性あり。

持 参 物 特にありません。

備 考 フィールドワークのため、歩きやすい服装・靴、水分補給のための飲料を持参ください。

定 員 20 名

実 施 方法 対面 開 講 場所 旧平野郷地区

講 師 小村　典央

受 講 対象 【一般市民向け】  現職教員、教員を志望する学生など

受 講 料 3300 円

その視点・手法を知るために

募 集 期間 10月期 　８月１日（木）～８月３１日（土）　　　　

講 座 概要

今、学校現場では「地域に開かれた学校づくり」や「生涯学習の支援」に取り組むことが望まれてい
ます。しかし、「地元資料や情報の収集方法」や「地域と連携する方法」といったことは、なかなか分
からないものです。
今回は、地域で様々な取り組みを実践してきた教員が講師となり、実際のフィールド（旧平野郷地
区）を歩きながら、教材作成のヒントとなる「ものの見方」や「資料の収集・活用方法」などをご説明
いたします。

講座番号

42 一般市民向け講座 対 面

地元でさがそう！　授業のネタ


